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持続可能な地域コミュニティのあり方について（提案） 

 

 

 福山市では 2005 年（平成 17 年）に「協働のまちづくり指針」を策定し，地域

運営組織「まちづくり推進委員会」が主体となって地域づくりに取り組んできて

います。 

一方で，社会経済情勢の変化や価値観の多様化，人口減少・少子高齢化の進行

に伴い，地域づくりにおいても様々な課題が生じており，「市長と車座トーク」

などでも，市民の皆さんから地域コミュニティ維持への危機感を訴える声が寄

せられています。 

こうした背景を踏まえ，私たち委員は，地域コミュニティが持続可能であるた

めの方策を見出すために，今後の取組の方向性を議論しました。 

 

地域コミュニティの現状と課題 

 委員による市内視察や自治会連合会などへのヒアリング・意見交換により，地

域コミュニティの現状と課題を以下のように把握しました。 

まず，地域づくりは，まちづくり推進委員会が主導しつつ，地域の中核的組織

である自治会連合会を軸に地域の各種団体と連携して展開されているものの，

過疎化や自治会加入者の減少によるコミュニティ意識の希薄化，定年延長など

の社会構造の変化に伴い，担い手不足が深刻化しています。 

そのため，現役世代が地域づくりに参画しやすい会議運営や IT を活用した迅

速な情報伝達のあり方の検討も課題となっています。 

また，女性会や老人会など，自治会から選出された役員を中心に地域づくりが

行われているため，役職数に応じた人材確保が求められる切迫した実情と，自治

会とまちづくり推進委員会，明るいまちづくり学区委員会などの類似組織が混

在することから，役員の多忙化が増大し，活動に関わるマンパワーの慢性的な不

足，一人が多くの役職を兼務する状況に陥っています。 

こうした状況下にあっても，様々な行政施策の推進に関連して，行政各課から

地域へ協力を要請する事項は依然多く，これを受ける地域は，行政からの膨大な

依頼に対する負担やボランティアによる取組の限界を感じています。 

さらに，地域づくりの支援は，拠点である公民館・交流館と連携しながら支所

が包括的に関与し，本庁は個別課題に縦割りに対応しており，「地域に寄り添う

姿勢」が希薄な状況にあります。 
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他方，こうした課題を乗り越えるための地域独自の知恵と工夫が，市内各地の

取組の中にあることも市内視察から分かりました。これらは，全国の先進事例に

も通じる地域運営のあり方でもあり，より多くの地域・市民と共有・発展させて

いくことが必要です。 

 

今後の取組の方向性 

 前述の課題を打開し，あらゆる地域で持続可能な地域コミュニティが形成さ

れることをめざし，有識者会議の総意として，次の方向で取組を進めることを提

案します。 

１ 多様な主体が力を発揮できる地域づくりの検討 

（みんなで取り組む地域づくりへの転換） 

２ 複雑化した地域自治組織のスリム化，各種団体役員のあり方や効率的な組

織運営の検討 

（地域組織・協議体の再構築，会議や情報伝達方法の研究） 

３ 行政から地域への依頼事項の抜本的な見直し 

（地域への負担の軽減） 

４ 行政による地域支援体制の再構築・強化 

（庁内連携，職員の意識改革・地域コミュニティ支援方法の確立） 

これらを具現化・実現するために，講演会や勉強会などにより，みんなで地域

づくりに取り組む機運を醸成していくとともに，自ら地域コミュニティの再構

築に取り組む地域でのモデル事業や地域づくりに意欲的な市民・学識経験者な

どで構成される検討会を実施することにより，持続可能な地域コミュニティの

あり方を，みんなで方向づけていきます。 

また，行政自らも確固たる決意で，人口減少社会においても地域コミュニティ

が持続し，地域づくりに意欲の持てる地域社会の実現をめざして地域支援体制

の再構築や強化に取り組むべきと考えます。 

その取組内容，スケジュールについては別添のとおりです。 

 

2019年（平成 31 年）3 月 18 日 

 

福山市持続可能な地域コミュニティのあり方に関する有識者会議 



１１１１ まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進委員会推進委員会推進委員会推進委員会のののの運営運営運営運営・・・・取組課題取組課題取組課題取組課題
■■■■担担担担いいいい手手手手
Ａ 次世代の担い手確保／委員が継続しない（充て職の
任期終了に伴い交代）

■■■■組織組織組織組織・・・・機能機能機能機能
Ａ 部会が実働していない ‣実働チームが必要
Ａ 構成団体が多く意思決定が大変

‣意思決定と実働チームを分ける

Ａ 事務局の負担が大きい
Ａ （まち推の活動に）地域課題が取り上げられていない

Ｂ まち推相互のつながりが弱い
Ｃ まちづくりの拠点に課題がある（拠点施設で団体事
務ができる環境が整っていない）

Ｄ まち推が公民館に依存／自立していない

■■■■財源財源財源財源
Ｅ 地域課題に取り組む地域の自主財源の確保

※※※※地域性地域性地域性地域性にににに関関関関わらなわらなわらなわらな
いいいい課題課題課題課題

共通課題共通課題共通課題共通課題

地域視察地域視察地域視察地域視察からからからから見見見見えてきたえてきたえてきたえてきた課題課題課題課題などなどなどなど

市内7学区のまちづくり推進委員会，公民館，

生涯学習センターへヒアリングを実施ﾞ

２２２２ 行政行政行政行政によるによるによるによる地域地域地域地域支援支援支援支援のののの課題課題課題課題
■■■■行政支援全般行政支援全般行政支援全般行政支援全般
Ｆ 地域課題に行政組織（本庁）が縦割りで対応し，全体
をみることができていない

■■■■職員職員職員職員研修研修研修研修
Ｇ職員のまちづくり支援に関する研修機会の不足

■■■■職員職員職員職員のののの地域地域地域地域へのへのへのへの関関関関わりわりわりわり

Ｈ 職員の地域への関わり方に差がある

（経験年数，スキル）
Ｉ まち推事業と公民館事業との連携が図られていない

ＡＡＡＡ

人口減少社会人口減少社会人口減少社会人口減少社会においてもにおいてもにおいてもにおいても
持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地域組織地域組織地域組織地域組織のののの

再構築再構築再構築再構築にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組をををを
検討検討検討検討・・・・支援支援支援支援

ＣＣＣＣ

拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のののの事務環境整備事務環境整備事務環境整備事務環境整備

ＥＥＥＥ

自治力自治力自治力自治力をををを高高高高めるめるめるめる地域経営地域経営地域経営地域経営
のののの学習機会学習機会学習機会学習機会やややや情報提供情報提供情報提供情報提供

ＤＤＤＤ

公民館公民館公民館公民館・・・・交流館交流館交流館交流館とまちづくとまちづくとまちづくとまちづく

りりりり推進委員会推進委員会推進委員会推進委員会のののの連携連携連携連携のあのあのあのあ
りりりり方方方方のののの整理整理整理整理

ＧＧＧＧ・・・・ＨＨＨＨ・・・・ＩＩＩＩ

・・・・職員職員職員職員のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり支援支援支援支援にににに

関関関関するするするする研修研修研修研修をををを開催開催開催開催

・・・・公民館公民館公民館公民館・・・・交流館交流館交流館交流館・・・・生涯学生涯学生涯学生涯学

習習習習センター・センター・センター・センター・支所支所支所支所・・・・本庁本庁本庁本庁のののの
連携連携連携連携のありのありのありのあり方方方方のののの整理整理整理整理

ＦＦＦＦ

全市全市全市全市のののの地域地域地域地域づくりがづくりがづくりがづくりが把握把握把握把握

できるできるできるできる行政行政行政行政のののの組織組織組織組織のありのありのありのあり
方方方方とととと地域支援地域支援地域支援地域支援にににに関関関関するするするする横横横横
断連携断連携断連携断連携のありのありのありのあり方方方方のののの整理整理整理整理

ＢＢＢＢ
ブロックブロックブロックブロック単位単位単位単位(目安目安目安目安)でまちでまちでまちでまち

づくりづくりづくりづくり推進委員会推進委員会推進委員会推進委員会がががが連携連携連携連携
するするするする仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり

対応策対応策対応策対応策 スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール もたらされるもたらされるもたらされるもたらされる成果成果成果成果

地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ再構築再構築再構築再構築モデモデモデモデ
ルルルル事業事業事業事業（（（（ 担担担担いいいい手手手手づくり・づくり・づくり・づくり・組織組織組織組織のののの

見直見直見直見直しししし））））
外部人材（有識者）が地域組織

体制などの見直しを支援し，持

続可能な組織の再構築を促す。

（希望する２学区） 成功例をつく
り，全市へ広げる。

・次世代リーダーの発掘

・複雑化した組織のスリム化など

市民勉強会市民勉強会市民勉強会市民勉強会
「持続可能な地域づくり」「地域

組織の再構築」の必要性につい
て市民理解を深める。

地域地域地域地域コミュニティのありコミュニティのありコミュニティのありコミュニティのあり方検討方検討方検討方検討
委員会委員会委員会委員会
各種団体や市民自らが持続可
能な地域組織のあり方を検討

※有識者はアドバイザー

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
検討委員会を経て，今後本市の

めざす地域組織のあり方などを
市民と共有

新たな取組 （2019年度）2018年度

公民館公民館公民館公民館・・・・交流館交流館交流館交流館・・・・生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習センター・センター・センター・センター・支所支所支所支所・・・・本庁本庁本庁本庁

（（（（関係課含関係課含関係課含関係課含むむむむ））））のののの役割分担役割分担役割分担役割分担やややや連携連携連携連携のありのありのありのあり方方方方のののの整理整理整理整理

助成助成助成助成・・・・支援制度支援制度支援制度支援制度のののの検証検証検証検証・・・・再構築再構築再構築再構築

・地域コミュニティに係る行政支援策の棚卸し

・地域への依頼案件の調査（回覧，出席依頼など）

⇒地域への負担軽減策の検討

・補助金など，支援制度の成果分析，あり方検討

地域地域地域地域づくりづくりづくりづくりのののの先進事例先進事例先進事例先進事例のののの紹介紹介紹介紹介

（（（（2018年度年度年度年度：：：：地域地域地域地域のののの未来未来未来未来づくりフォーラムづくりフォーラムづくりフォーラムづくりフォーラム））））

個別課題個別課題個別課題個別課題・・・・地域地域地域地域のののの特徴特徴特徴特徴

拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のののの事務環境整備事務環境整備事務環境整備事務環境整備

Ｊ 高齢者高齢者高齢者高齢者のののの交通対策交通対策交通対策交通対策（お出かけ支援事業）

ニーズが多いが，事業実施に伴う負担が大きく，市民レ

ベルでの持続性を不安視

バス路線と同一路線の運行ができず事業展開が難しい
Ｊ コミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネス

コミュニティスーパーの継続化に向けた取組
Ｋ 耕作放棄地対策耕作放棄地対策耕作放棄地対策耕作放棄地対策・・・・鳥獣被害対策鳥獣被害対策鳥獣被害対策鳥獣被害対策

柵設置の際の必要経費，補助金に頼らない方法の検討
Ｋ 歴史資源歴史資源歴史資源歴史資源をををを活用活用活用活用したまちづくりしたまちづくりしたまちづくりしたまちづくり

地域資源の掘り起こしや活動実践者の確保の必要性
Ｋ 若者若者若者若者のののの定住促進定住促進定住促進定住促進にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの必要性必要性必要性必要性

Ｋ 次世代次世代次世代次世代のののの担担担担いいいい手手手手づくりづくりづくりづくり，，，，多世代交流多世代交流多世代交流多世代交流

ＫＫＫＫ

・・・・里地里山里地里山里地里山里地里山のののの保全支援保全支援保全支援保全支援

（（（（財源財源財源財源・・・・情報情報情報情報））））

・・・・地域地域地域地域のののの個性個性個性個性としてのとしてのとしてのとしての歴史歴史歴史歴史
資源資源資源資源のののの学習学習学習学習・・・・活動支援活動支援活動支援活動支援

・・・・若年層若年層若年層若年層・・・・子子子子どもにどもにどもにどもに魅力魅力魅力魅力のののの
あるあるあるある地域活動地域活動地域活動地域活動のののの促進促進促進促進

ＪＪＪＪ

住民住民住民住民のののの暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを支支支支えるえるえるえる地地地地
域域域域のののの取組取組取組取組のののの相談相談相談相談・・・・支援支援支援支援

▶▶▶▶多様多様多様多様なななな主体主体主体主体（（（（住住住住

民民民民・・・・ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ・・・・企業企業企業企業・・・・大大大大

学学学学などなどなどなど））））のののの連携連携連携連携によによによによ
りりりり，，，，住民住民住民住民によるによるによるによる主体主体主体主体

的的的的なななな地域地域地域地域づくり・づくり・づくり・づくり・地地地地
域経営域経営域経営域経営がすすむがすすむがすすむがすすむ。。。。

▶▶▶▶人口減少社会人口減少社会人口減少社会人口減少社会にににに

おいてもおいてもおいてもおいても持続可能持続可能持続可能持続可能

なななな地域組織体制地域組織体制地域組織体制地域組織体制がががが
整理整理整理整理されているされているされているされている。。。。

▶▶▶▶誰誰誰誰もがもがもがもが参加参加参加参加しやすしやすしやすしやす

いいいい，，，，開開開開かれたかれたかれたかれた地域地域地域地域
コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの運営運営運営運営
によりによりによりにより，，，，若若若若いいいい人材人材人材人材がががが

地域地域地域地域コミュニティをコミュニティをコミュニティをコミュニティを
支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手としてとしてとしてとして
活躍活躍活躍活躍しているしているしているしている。。。。

▶▶▶▶行政行政行政行政はははは市全体市全体市全体市全体のののの

・公民館・交流館は

住民の自治を促進す

る学習機会の提供や

地域の人材育成など，

地域支援機能を発揮
している。

・本庁・支所・生涯学

習センター・公民館・

交流館が地域づくり

の情報を共有し，地

域課題に応じた行政
支援が行われている。

・地域活力創生プラッ

トフォームと行政は

密接に連携し，全国

の知見を地域づくり
支援に反映している。

広域的広域的広域的広域的にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ必必必必

要要要要があるがあるがあるがある課題課題課題課題をををを通通通通じじじじ

たたたた連携連携連携連携のありのありのありのあり方方方方のののの検検検検
討討討討
例例例例））））はきものはきものはきものはきもの資料館管理資料館管理資料館管理資料館管理
運営運営運営運営，，，，防災防災防災防災まちづくりなどまちづくりなどまちづくりなどまちづくりなど

拠点拠点拠点拠点施設施設施設施設のののの事務事務事務事務環境環境環境環境
のののの現状調査現状調査現状調査現状調査

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり大学大学大学大学のののの効効効効果果果果
的的的的なななな実実実実施施施施をををを検討検討検討検討
まちづくりの実践に効果

的な研修内容や手法の
研究

職員研修職員研修職員研修職員研修のののの効効効効果的果的果的果的なななな
実実実実施施施施をををを検討検討検討検討
公民館・交流館や支所・

生涯学習センターなど

の職員のまちづくりに関
する研修の研究・見直し

≪≪≪≪地域活性地域活性地域活性地域活性化化化化のののの展展展展開開開開≫≫≫≫

■■■■地域活力創生地域活力創生地域活力創生地域活力創生プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム（（（（2018年度年度年度年度：：：：関係人口関係人口関係人口関係人口モデルモデルモデルモデル事業事業事業事業））））

外部人材・大学生による地域づくり支援

■■■■学校再編後学校再編後学校再編後学校再編後のののの地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり などなどなどなど

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地域地域地域地域コミュニティのありコミュニティのありコミュニティのありコミュニティのあり方方方方にににに関関関関するするするする有識者会議有識者会議有識者会議有識者会議 検討状況検討状況検討状況検討状況

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
し

地
域
づ
く
り
に
意
欲
の
持
て
る
地
域
社
会
の
実
現

有識有識有識有識者会者会者会者会議議議議でのでのでのでの議論議論議論議論

庁庁庁庁内内内内ﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞでのでのでのでの議論議論議論議論
（（（（協働協働協働協働のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり
ﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞﾜｰｷﾝｸﾞ会議会議会議会議））））

【目的】協働のまちづくりの推進により，各学区で創意工夫のもと住民自治による地域づくりが進んでいる。

一方で，人口減少・少子高齢化などの社会構造や価値観の変化により，地域コミュニティ維持への危機感を訴
える市民の声を受け，これからの地域コミュニティのあり方を考える場として開催する。

行
政

行
政

行
政

行
政
のの のの
役
割

役
割

役
割

役
割
のの のの
明
確
化

明
確
化

明
確
化

明
確
化

ふかん

地域地域地域地域づくりづくりづくりづくりをををを俯瞰俯瞰俯瞰俯瞰
しししし，，，，地域地域地域地域のののの自治力自治力自治力自治力
をををを高高高高めるめるめるめる継継継継続的続的続的続的なななな
伴走伴走伴走伴走支援支援支援支援ができてができてができてができて
いるいるいるいる。。。。

資料中，「まち推」は，「まちづくり推進委員会」を意味しています。
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２０１９年度の取組について 

 

■行政の地域への関わり方の見直し 

 

地域の負担軽減や住民の暮らしを支える施策，組織体制の検討を行う。 

□内 容 

・ 職員の意識改革につながる取組の推進 

・ 職員の地域への関わり方の見直し 

・ 地域への助成・支援制度の検証・再構築 

・ 公民館・交流館，生涯学習センター，支所，本庁の役割分担や連携のあり方の

整理 

 

 

■（仮称）地域コミュニティのあり方検討委員会の開催 

 

各種団体や市民などをメンバーにした委員会を開催し，（仮称）地域コミュニテ

ィの再構築モデル事業や庁内ワーキング会議での議論の経過を踏まえながら，今後

の地域コミュニティの運営や必要な行政支援制度について検討を行う。 

□内 容 

・ ２０１８年度の持続可能な地域コミュニティのあり方に関する有識者会議での

議論を踏まえ，各回でテーマを設定し，議論を深めていく。 

・ 必要に応じて，地域づくりの実践者から活動状況や運営上の課題，改善策など

について聞き取りを実施。 

・ （仮称）地域コミュニティ再構築モデル事業の実施状況をもとに，本モデル事

業で得られた成果や課題などの検証を行う。 

・ 検証結果を新たな制度構築に活かしていく。 

 

 

■（仮称）地域コミュニティ再構築モデル事業の実施 

 

人口減少・少子高齢社会が進行するこれからの未来社会に向けて，持続可能な地

域コミュニティのあり方を検討するため，全市の先行事例として，地域コミュニテ

ィの再構築に取り組む地域を有識者とともに支援する。 

□内 容 

・ 地域住民がこれまでの地域づくりの課題や成果を話し合い，これからの望まし

い地域運営組織の体制や事業について検討・試行を行う。（２地域を想定） 

・ 地域づくりの拠点である公民館・交流館において，活動しやすい事務環境の構

築に向けた試行を行う。 
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２０１９年度の展開イメージ 

    

 各種団体や市民などがメンバーである委員会を開催し，（仮称）地域コミュニティ再構築モデル事業の経過なども見据える中で，今後の地域コミュニティの運営や行政の必要な支援制度につ

いて検討を行う。委員会を始める前段に，問題提起として，市民向け講演会や勉強会を開催し，地域づくりに関心や課題意識のある市民の学習の機会を提供する。 

 また，2018 年度の持続可能な地域コミュニティのあり方に関する有識者会議での議論を踏まえ，モデル地域を設定し，地域づくりの推進体制の再構築や，行政職員の人材育成の取組を行う。

（２地域を想定） 

 行政内部においても，引き続き地域への助成・支援制度の検証・再構築を行うとともに，公民館・交流館，生涯学習センター，支所，本庁の役割分担や連携のあり方の整理に取り組む。 

４月 

（仮称）地域コミュニティのあり方検討委員会 

講
演

会
 

勉強会 

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 

    （仮称）地域コミュニティ再構築モデル事業 

３回シリーズで開催 

５回程度開催 

第
１

回
 

第
２

回
 

第
３

回
 

第
２

回
 

第
３

回
 

第
１

回
 

第
４

回
 

第
５

回
 

２地域を想定 

Ａ学区 

B 学区 

各３回程度のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを想定 

５月 ６月 ７月 ８月 ・・・ ２月頃 
新新 新新
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ト
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ト
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人
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減

少
社
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人
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地

域
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域
地
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コ
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続
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地
域

地
域

地
域

地
域

づ
く

り
に

づ
く

り
に

づ
く

り
に

づ
く

り
に

意
欲

意
欲

意
欲

意
欲

のの のの
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て
る

て
る

て
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て
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地
域

社
会

地
域

社
会

地
域

社
会

地
域

社
会

のの のの
実

現
実

現
実

現
実

現
    

    ■助成・支援制度の検証・再構築 

随時庁内会議を開催 

※検証結果などを検討委員会で提示 

検討委員会での議論経過をフィードバック 

    

職場研修の機会などを活用 

勉強会や（仮称）地域コミュニティ再構築モデル事業を通じて地域への関わり方を学ぶ 

■公民館・交流館，生涯学習センター，支所，本庁の役割分担や連携のあり方を整理 

職
員

研
修

会
 

持続可能な地域コミュニティのあり方に関する有識者会議 

職
員

研
修

 ※管理監督者向け 

■職員の意識改革・人材育成・スキルアップ 

課題共有 地域に寄り添い，ともに解決に向けて取り組む 
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持続可能な地域コミュニティのあり方に関する有識者会議の取組経過 

 

人口減少・少子高齢化などの社会構造や価値観の変化により，地域コミュニティ維持への危機感を

訴える市民の声を受け，持続可能な地域コミュニティのあり方を考える場として開催。 

有識者による４回の会議と７学区の地域視察を行い，本市の地域づくりの現状を把握する中で，議

論の柱となる課題などを抽出し，今後の取り組むべき方向性を検討してきた。 

 

１ 経過 

（１）地域視察 

日時・場所 内容 聞き取り事項（主なもの） 

６月２８日（木） 

11 時 40 分～16 時 30 分 

熊野公民館 

山南公民館 

川口東公民館 

○地域視察 

有識者が地域づくりのキーパーソ

ンからヒアリング 

熊野学区，山南学区，川口東学区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熊野学区】 

・ コミュニティスーパーの継続化

に向けた取組 

【山南学区】 

・ 若者の定住促進に向けた取組の

必要性 

【川口東学区】 

・ 次世代の担い手づくり，多世代

交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２１日（金） 

9 時～17 時 40 分 

神辺公民館 

日吉台公民館ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域視察 

有識者が地域づくりの中心メンバ

ーからヒアリング 

神辺学区，日吉台学区 

・ まちづくり推進委員会委員長ほか 

・ 公民館長 

・ 支所長，生涯学習センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神辺学区】 

歴史資源を活用したまちづくり 

・ 地域資源の掘り起こしや活動実

践者の確保の必要性 

【日吉台学区】 

高齢者の交通対策 

・ ニーズは多いが，事業実施に伴う

負担が大きく，継続を不安視 
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日時・場所 内容 聞き取り事項（主なもの） 

１０月１６日（火） 

9 時 10 分～16 時 45 分 

福田公民館 

藤江公民館ほか 

 

○地域視察 

有識者が地域づくりの中心メンバ

ーからヒアリング 

福相学区，藤江学区 

 

 

 

 

 

 

【福相学区】 

耕作放棄地対策・鳥獣被害対策 

・ 柵設置の際の必要経費，補助金

に頼らない方法の検討 

【藤江学区】 

 高齢者の交通対策 

・ バス路線と同一路線の運行がで

きず事業展開が難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会議の開催 

日時・場所 主な議題 委員から出された意見(主なもの) 

８月２８日（火） 

14 時 30 分～17 時 

本庁舎６階６０会議室 

・本市の地域コミュニティの現状

説明（まちづくり推進委員会の運

営，地域への助成・支援制度など） 

・地域コミュニティ維持に係る国

の検討状況などについての講話 

・有識者会議で議論していく方向

性について 

・ 地域づくりに対する行政支援策の

全体像を把握する必要がある。 

・ 本年度は，地域組織のあり方，行政

支援のあり方の枠組みのイメージ

を共有することをめざす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２６日（金） 

13 時 30 分～16 時 30 分 

議会棟３階第５委員会室 

・ 地域視察の報告 

・ 地域視察を踏まえ，今後の進め

方を議論 

 

■地域視察の報告に対して 

・ 他地域のモデルになる好事例が市

内にあるので，まちづくり推進委員

会同士で情報共有することが必要

である。 

・ 高齢化や，地域づくりを担う新たな

人材が参画しにくい状況がある。 

・ 地域づくり支援にかかわる公民館

業務が増加している。 

■今後の進め方について 

・ 地域の負担感を減らしていくため

には，まちづくり推進委員会の組織

再編や行政からの協力要請を減ら

すことが必要である。 

・ 市内の好事例を全体で共有するこ

とが必要である。 

・ 次年度は，地域コミュニティの再構

築に取り組む地域をモデル的に支

援したらよいのでは。 
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日時・場所 主な議題 委員から出された意見(主なもの) 

１１月６日（火） 

13 時 30 分～16 時 30 分 

議会棟３階第５委員会室 

 

・ 地域づくりの実践者との意見交

換（日吉台学区） 

・ 今後の進め方について 

◇ 議論の柱と方向性の整理 

◇ １月以降の進め方の共有 

・情報提供 

◇ 地域への依頼案件に対する全

庁調査の集約状況（中間報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の進め方について 

・ 次年度の地域コミュニティ再構築

モデル事業は，自分たちで再構築に

取り組みたい意欲のある地域を対

象に実施していくことが重要。前段

に，講演会や勉強会を開催するとよ

いのでは。 

・ 再構築に取り組む地域への関わり

方として，協働のまちづくり課と生

涯学習センター職員が，連携しなが

ら取り組んでいく必要がある。 

・ 地域コミュニティ再構築モデル事

業と並行して，幅広い市民と有識

者，行政が地域コミュニティのあり

方を検討するため委員会の開催を

検討してはどうか。 

１月２２日（火） 

13 時 30 分～16 時 30 分 

本庁舎６階６０会議室 

・ 自治会連合会との意見交換 

・ 今後の進め方について 

◇提案書について議論 

 ◇次回の進め方の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

■提案書について 

・ まちづくり推進委員会の設置目的

を現役員に正しく理解してもらう

ため，行政はきちんと説明すべき。 

・ 行政側の課題もしっかり明記すべ

き。 

・ 行政から地域へお願いすることの

統一的な仕組みを整理する必要が

ある。 

・ 自治会長が行政からの依頼で多忙

な状況を明らかにする必要がある。 

・ まちづくり推進委員会や自治会を

サポートする行政支援や連携体制

のあり方を検討する必要がある。 

・ 地域コミュニティ再構築モデル事

業の実施により，職員も地域支援の

スキルを学び力量を高める機会と

する。 

・地域に在住している行政職員が，

積極的に，地域活動を行ってもら

いたい。 

３月１８日（月） 

13 時 30 分～15 時 

本庁舎６階６０会議室 

・ 提案書についての意見交換 

・ 市長へ提案 

 
 

 

（３）庁内ワーキング会議の開催 

日時・場所 主な議題 主な協議内容 

５月２９日（火） 

14 時～16 時 

市民参画センター 

４階会議室１ 

○地域課題の集約 

○有識者会議について 

・設置目的 

・有識者による地域視察の実施 

・有識者会議での検討課題 

・ 有識者会議の設置目的，内容につ

いて共有 

・ 各生涯学習センターへ視察先地

域や検討テーマの依頼 
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日時・場所 主な議題 主な協議内容 

６月２５日（月） 

10 時～12 時 

市民参画センター 

５階会議室１ 

○有識者会議での検討課題 

○地域による補助制度についての

要望 

○視察先の検討状況 

・ 議論項目を整理 

・ 地域への補助制度の全体像を現

状把握する必要性を共有 

・ 視察先の検討状況の共有 

１０月２日（火） 

10 時～12 時 

市民参画センター 

４階会議室１ 

○地域視察報告（神辺，日吉台） 

○地域視察予定（福相，藤江） 

○10/26 有識者会議の協議事項 

・ 地域視察で得られた地域課題を

共有 

・ 有識者会議の進め方を協議 

１０月３０日（火） 

14 時～16 時 

市民参画センター 

４階会議室１ 

○地域における現状と課題，対応策 

拠点支所，生涯学習センター，

本庁グループに分かれ，ワークシ

ョップにより，意見を出す。 

① まちづくり推進委員会の組織 

・ まちづくり推進委員会は地域づ

くりを推進する上で必要な組織

であり，効果的に機能させるため

の再構築が必要なのではないか。 

② 担い手づくり 

（地域住民・市職員） 

・ 地域・職員ともに，研修体制が十

分でなく，研修内容を見直し，実

効につながる人材育成が必要で

ある。 

・ 地域に直接関わる職員はどうあ

るべきかの整理が必要である。 

・ 担い手である地域住民が活動し

やすい環境づくりが必要である。 

③地域課題の把握 

・ 支所・生涯学習センターは直接的

に地域課題を把握し，本庁は間接

的に把握することが多い。連携体

制に課題がある。 

・ 学区担当者が公民館・交流館や地

域へ出向き，地域住民と話す機会

を重ね信頼関係を構築すること

がまず必要である。 

１月８日（火） 

14 時～16 時 

市民参画センター 

４階会議室１ 

 

○提案書について 

○地域の個別課題解決の先進事例

を学ぶ「地域の未来づくりフォー

ラム」開催内容 

（東部生涯学習センター） 

○次回有識者会議について 

○次年度以降の展開について 

・講演会，研修会，勉強会，あり方

検討委員会，シンポジウム 

・再構築モデル事業 

 

・提案書の共有 

・地域の未来づくりフォーラム開催

内容の共有 

・次回の有識者会議における意見交

換の進め方について協議 

 [協議テーマ] 

・地域における自治会の役割  

・まちづくり推進委員会におけ

る自治会の役割 

・市自治会連合会と学区，単位自

治会の連携 

・子ども会・女性会など地域の民

主団体との関わり 

・地域課題について話合い，解決

に向けて力を合わせる地域運

営組織のあり方 

10/30 ワークショップによる意見出し 
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日時・場所 主な議題 主な協議内容 

２月１３日（水） 

10 時～12 時 

市民参画センター 

４階会議室１ 

○提案書の内容について 

○地域への負担軽減策の検討につ

いて 

 

 

・ 提案書について協議 

・ 地域の負担軽減に向けての課題

抽出を各生涯学習センターに依

頼 

・ 公民館・交流館へ事務環境改善に

向けた調査を依頼 

 

（４）研修等 

日時・場所 概要 内容 

１月２２日（火） 

10 時～12 時 

本庁舎６階６０会議室 

○市民協働に係る役職員研修会 

(部長職以上の職員，政策担当課長) 

テーマ 

「市民協働による自治体経営を 

進めるために 

～その意味と行政の役割～」 

講 師 

高崎経済大学 地域政策学部地域づ

くり学科 櫻井常矢教授 

※講義を踏まえ，役職員が各業務に

おける市民協働について考える 

 

１ なぜ今，市民協働なのか 

（全国的な動向，時代背景） 

・多様化・深刻化する地域課題 

・行政だけでは課題解決できない 

・市民の皆さんの力を借りないと暮

らしが維持できない時代 

２ 市民協働の意味と実践 

地域の暮らしを支えるために，市

民と行政が協議し，地域課題を解

決する。 

 (１)プロセスとしての市民協働 

地域課題の把握→協議→役割の

明確化→解決に取り組む→評価・

振り返り→協議→改善 

(２)協議の場（話合い）の制度化 

３ 市民協働による自治体経営に

求められること 

(１) 市民協働への道筋 

地域が力をつけるサポートがで

きるよう行政も体制を整え，仕事の

やり方を変える。 

(２)市民と行政の役割(仕事)を見直

していくプロセス 

１月２６日（土） 

13 時 30 分～16 時 

東部市民センターホール 

○地域の未来づくりフォーラム in

ふくやま（第１部） 

（市民，地域団体関係者，行政関係

者など※備後圏域に参加呼び掛け） 

テーマ 

「全国の先進事例に学ぶ」 

事例発表，パネルディスカッション 

ナビゲーター  

福山市立大学 都市経営学部  

渡邉一成教授 

 

事例発表 

・ＮＰＯ法人ちば地域再生リサーチ

(千葉市) ‣団地再生・高齢者支

援・コミュニティビジネス 

・高齢者等生活支援プロジェクトほ

っとらいふ(大阪府富田林市) 

‣高齢者支援・シェアリングエコ

ノミー・ＩＴ支援 

・六原まちづくり委員会(京都市) 

‣空き家・防災対策・他団体連携 

・手づくり公園まさごの会（千葉市）

‣パークマネジメント・居場所づ

くり・環境保全 

パネルディスカッション 

事例発表者をパネリストに，地域

課題の解決に取り組む先進事例の

成功要因や組織づくりなどについ

て，来場者の質問を交え意見交換 
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日時・場所 概要 内容 

  ■ディスカッションテーマ 

①活動に関心をもってもらう工夫 

②専門家の関わり 

③持続可能な活動であるために 

■ナビゲーターによるまとめ 

持続可能なコミュニティづくりの

３つのポイント 

① 地域の活動は地域の人が創る。 

② 地域の活動は地域の人だけで創

るものではない。専門家も一緒

に創る。 

③ 地域の活動の自走をめざす。 

 

 

 

３月２４日（日） 

14 時～16 時（予定） 

広島県民文化センターふ

くやまホール 

○地域の未来づくりフォーラム in

ふくやま（第２部） 

（市民，地域団体関係者，行政関係

者など※備後圏域に参加呼び掛け） 

テーマ 

「地域で実践するために」 

基調講演，パネルディスカッション 

ナビゲーター  

福山市立大学 都市経営学部  

渡邉一成教授 

 

 

基調講演 

“ニュータウン”が“我がふるさと”

～東京・多摩ＮＴでの奮闘記～ 

ＮＰＯ法人フュージョン長池 

富永一夫会長 

パネルディスカッション 

第１部を踏まえ，ナビゲーターの

進行により，まちづくりに取り組む

若い世代とともに地域での実践に

向け，来場者を交えた意見交換を実

施する。 

パネリスト 

・NPO法人フュージョン長池 

富永一夫会長 

・Ｂ-with 田村晃宏会長 

※福山ブランド登録活動 

・川口東学区子どもまちづくり委員

会 谷本龍馬委員 

 

 

   

 

パネルディスカッションの様子 
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福山市福山市福山市福山市持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地域地域地域地域コミュニティのありコミュニティのありコミュニティのありコミュニティのあり方方方方にににに関関関関するするするする有識者会議有識者会議有識者会議有識者会議委員名簿委員名簿委員名簿委員名簿    

 

委員：選任期間 2018 年（平成 30 年）就任承諾日から所掌事務が終了するまで 

 名前 所属等 分野 

座長 渡邉
わたなべ

 一成
かずなり

 

福山市立大学都市経営学部副学部長 

同大教育研究交流センターセンター長 

都市計画・地域計画 

都市交通 

委員 櫻井
さくらい

 常
つね

矢
や

 

高崎経済大学地域政策学部地域づくり学科 

総務省地域運営組織の形成及び持続的な運

営に関する研究会委員 

協働のまちづくり 

地域づくり 

地域組織のあり方 

委員 澤
さわ

  尚
なお

幸
ゆき

 

総務省地域力創造アドバイザー 

一般社団法人コミュニティフューチャーデ

ザイン代表 

（福山市経営戦略監） 

地域づくりコンサルタント 

  

委員 佐藤
さ と う

 賢一
けんいち

 福山市自治会連合会会長  

行政 小葉
こ は

竹
たけ

 靖
おさむ

 福山市市民局長  

 

委員のほか，有識者会議での議論の進展により，全国や市内の実践者を招へいする。 

 

（事務局） 

市民局まちづくり推進部協働のまちづくり課 

（庁内ワーキング） 

市民局長（※有識者会議委員），市民局まちづくり推進部参与，まちづくり推進部長，松永支

所長，北部支所長，東部支所長，神辺支所長，企画財政局企画政策部地域活性化担当部長， 

協働のまちづくり課長，まちづくり総務課長，人権・生涯学習課長，松永地域振興課長，

北部地域振興課長，東部地域振興課長，神辺地域振興課長，中部生涯学習センター所長，

南部生涯学習センター所長，企画財政局企画政策部地域活性化担当課長 

 


